
　今号のイラストは、大田区田園調布せせらぎ館の景観をイメージしています。令和３年１月16日にオープンしたこのせせらぎ館は、世界的建築家である隈研吾氏がデザインを手がけ、大きなガ
ラス越しに公園内の自然が楽しめる休憩スペースや、カフェ、多目的室、和室、四つの集会室を備えています。フリーWi-Fi を整備するとともに、無料で利用可能な休憩スペースには図書も置かれ、
憩いの場となっております。

大田区議会は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

●  区長提出議案として、令和３年度予算案、条例案、条例の一部改正案、報
告など52件が提出されました（令和３年度予算に対する各会派の意見は
８～９面に、審議の結果など詳細は、10～ 11面に掲載）。

●  委員会提出議案として、条例の一部改正案１件、規則の一部改正案１件、
意見書１件が提出されました（詳細は、10～ 12面に掲載）。

●  請願・陳情は、審議の結果、不採択21件、そのほかは継続審査となりま
した（請願・陳情の結果は、11面に掲載）。

　大田区議会は、令和３年第１回定例会を２月16日から３
月25日までの38日間の会期で開きました。
　定例会では、区政の各分野における課題について、19名
の議員が質問し、議論しました（詳細は、２～５面に掲載）。
また、令和３年度予算を可決しました。
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予算が決まるまで 大田区議会は、定例会を年４回開催することが条例で定められています。
区の当初予算については、第１回定例会のなかで審査し、議決します。予算審査の進め方

 議案（予算案）提出
　区の当初予算案が確定すると、第１回定例会で、
区長から議案（議会で決める
案件）として提出されます。
　当初予算案の概要は、大田
区のホームページなどで公
表されています。

 予算成立・執行
　予算が成立すると、４月から執行が可能になりま
す。年度途中で変更が必要になった場合は、「補正
予算案」が組まれ、議案
として付託委員会で審査、
本会議で議決します。

 議案付託
　議会に提出された議案の多くは委員会に送られ、
委員会で専門的に審査します。これを「委員会に
付託する」といいます。提出
された予算案は、予算特別委
員会設置後、同委員会に付託
されます。

 議決
　予算は本会議で議決
（賛否のどちらかに議
会の意思を決定）しま
す。予算案を可決する
と、区の「当初予算」の
成立となります。

 予算特別委員会
　予算審査のために特
別に設置される委員会
です。予算案を詳しく
審査し、委員会として
の考えを表明するため
の表決を行います。

 委員長報告
　委員会で審査した付託議
案（予算案）の審査結果を、
委員長が本会議で報告しま
す。
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議会中継
本会議などの模様を録画したテレビ中継
映像をインターネットで配信しています。

詳しくは、区議会ホームページの会議録をご覧ください。詳しくは、区議会ホームページの会議録をご覧ください。 2

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い

て問
高
齢
者
施
設
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
を
抑

え
る
こ
と
が
医
療
崩
壊
を
防
ぐ
こ
と
に

も
つ
な
が
る
。
東
邦
大
学
と
の
連
携
を

更
に
強
化
し
、
区
民
生
活
を
守
る
対
策

を
ど
の
よ
う
に
講
じ
て
い
く
の
か
、
今

後
の
展
開
を
伺
う
。

答
東
邦
大
学
と
の
連
携
を
更
に
強
固
な

も
の
と
し
、
双
方
の
強
み
を
い
か
し
た

取
り
組
み
を
継
続
的
に
進
め
、
高
齢
者

施
設
の
感
染
対
策
を
徹
底
し
て
い
く
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
時
代
を
見
据
え
、
医

学
的
な
知
見
を
踏
ま
え
た
施
策
を
着
実

に
実
行
し
、
持
続
的
な
行
財
政
運
営
モ

デ
ル
を
確
立
す
る
た
め
に
、
私
が
先
頭

に
立
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

行
財
政
運
営
に
つ
い
て

問
令
和
３
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り
、

区
長
の
思
い
を
伺
う
。

答
予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
今
、

最
優
先
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

感
染
症
対
策
や
、
暮
ら
し
と
経
済
を
支

え
る
施
策
、
新
た
な
日
常
に
向
け
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
を
機
動
的
に

実
施
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
更
に
将

来
を
見
据
え
、
区
の
発
展
の
礎
と
な
る

施
策
も
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
方

針
と
し
た
。
こ
れ
ら
を
実
現
し
て
い
く

た
め
、
全
庁
を
挙
げ
た
事
務
事
業
見
直

し
を
進
め
、
事
業
の
効
率
化
や
実
効
性

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
限
り
あ
る

財
源
を
緊
急
的
・
重
点
的
に
取
り
組
む

べ
き
施
策
に
集
中
的
に
投
入
す
る
こ
と

と
し
た
。
様
々
な
施
策
を
３
年
度
予
算

に
盛
り
込
み
、
中
長
期
的
な
見
通
し
を

踏
ま
え
た
堅
実
な
行
財
政
運
営
の
も
と

で
、
区
民
の
期
待
に
応
え
て
い
く
。

問
今
後
の
財
政
運
営
の
考
え
方
に
つ
い

て
、
区
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
区
民
福
祉
の
増
進
に
向
け
て
、
必
要

な
施
策
を
着
実
に
進
め
て
い
く
た
め
、

事
務
事
業
の
必
要
性
・
緊
急
性
を
検
討

し
、
新
た
な
経
営
資
源
を
捻
出
す
る
と

と
も
に
、
基
金
や
特
別
区
債
と
い
っ
た

こ
れ
ま
で
培
っ
た
財
政
力
を
効
果
的
に

活
用
し
、
減
収
リ
ス
ク
に
耐
え
う
る
堅

実
か
つ
柔
軟
な
財
政
運
営
に
努
め
る
。

福
祉
に
つ
い
て

問
今
回
の
奨
学
金
制
度
改
革
は
、
子
ど

も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
ど
の
よ
う
に

い
か
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
、

区
長
の
思
い
を
伺
う
。

答
３
年
度
か
ら
区
内
外
か
ら
の
寄
付
を

財
源
と
す
る
、
給
付
型
奨
学
金
制
度
を

開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。
今
後
も
、
国

や
都
の
就
学
支
援
制
度
や
経
済
的
支
援

に
対
応
す
る
奨
学
金
事
業
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
不
断
の
検
討
を
重
ね
て
い
く
。

子
ど
も
た
ち
が
意
欲
を
も
っ
て
勉
学
に

励
み
、
社
会
人
と
し
て
活
躍
が
で
き
る

よ
う
、
着
実
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問
今
後
の
鉄
道
都
市
づ
く
り
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
、
区
長
の
決
意

を
伺
う
。

答
鉄
道
事
業
者
な
ど
と
の
公
民
連
携
に

よ
り
、
様
々
な
課
題
を
共
有
し
な
が
ら
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

現
在
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

見
直
し
作
業
を
進
め
て
お
り
、
３
年
度

末
を
目
途
に
改
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
掲
げ
る
将
来

像
の
実
現
に
向
け
、
新
た
な
組
織
体
制

の
も
と
、
鉄
道
な
ど
の
関
係
事
業
者
と

連
携
し
な
が
ら
持
続
可
能
な
都
市
づ
く

り
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
。

産
業
政
策
に
つ
い
て

問
現
在
の
区
内
産
業
を
取
り
巻
く
環
境

を
総
合
的
に
鑑
み
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

に
展
開
す
る
新
た
な
経
済
支
援
策
の
考

え
方
に
つ
い
て
、
区
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
区
内
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
区
が
行
う

産
業
支
援
は
一
過
性
で
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。
将
来
を
見
据
え
た
事
業
者
の
取

り
組
み
や
、
創
意
工
夫
へ
の
支
援
を
通

じ
て
、
広
く
地
域
の
課
題
解
決
に
寄
与

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
引
き

続
き
、
区
内
企
業
を
支
え
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
た
産
業

支
援
策
を
、
積
極
的
に
講
じ
て
い
く
。

教
育
と
子
ど
も・若
者
の
支
援
に
つ
い

て問
２
年
度
の
教
育
現
場
に
お
け
る
対
策

の
総
括
と
、
今
後
の
課
題
と
対
応
に
関

し
て
の
計
画
を
伺
う
。

答
学
校
は
様
々
な
努
力
を
重
ね
て
き
た
。

結
果
、
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
内

容
は
、
精
選
の
結
果
、
お
お
む
ね
指
導

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
３
年
度
は
、
宿

泊
行
事
な
ど
を
実
施
で
き
る
よ
う
工
夫

し
て
い
く
。
今
後
の
重
点
的
な
取
り
組

み
と
し
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教

育
活
動
を
一
層
推
進
し
、
フ
ィ
ジ
カ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
も
、
人

と
人
と
の
心
の
距
離
を
縮
め
て
い
く
。

問
今
後
の
子
ど
も
・
若
者
に
対
す
る
区

の
相
談
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
、
見
解
を
伺
う
。

答
区
は
こ
れ
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
相

談
体
制
を
構
築
し
て
き
た
が
、
問
題
が

顕
在
化
す
る
前
に
気
軽
に
相
談
で
き
る

体
制
の
整
備
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

２
年
度
策
定
予
定
の
子
ど
も
・
若
者
計

画
を
着
実
に
推
進
し
、
相
談
窓
口
の
連

携
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
り
子
ど
も
と

若
者
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
総
合
的
な

相
談
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
今
後

も
引
き
続
き
検
討
を
重
ね
て
い
く
。

日
本
政
府
に
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に

署
名・批
准
す
る
よ
う
区
長
が
意
見
を

あ
げ
る
こ
と
に
つ
い
て

問
「
核
兵
器
の
無
い
世
界
を
目
指
す
」

と
し
た
平
和
都
市
宣
言
に
ふ
さ
わ
し
い

区
長
と
し
て
、
意
見
を
あ
げ
る
べ
き
。

答
区
は
平
和
関
連
事
業
を
進
め
る
。

コ
ロ
ナ
対
策
を
最
優
先
と
す
る
新
年

度
予
算
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て

問
新
空
港
線
計
画
の
予
算
は
コ
ロ
ナ
対

策
に
回
す
べ
き
。

答
単
な
る
鉄
道
整
備
だ
け
で
は
な
く
地

域
の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
す
る
。
予

算
を
他
の
事
業
に
回
す
こ
と
は
な
い
。

問
コ
ロ
ナ
対
策
を
最
優
先
す
る
た
め
、

保
健
所
体
制
を
拡
充
し
、
専
門
家
の
正

規
職
員
を
増
員
す
べ
き
。

答
保
健
師
の
兼
務
配
置
と
窓
口
業
務
の

外
部
委
託
を
行
い
、
優
先
度
の
高
い
施

策
を
実
施
し
て
い
る
。

問
感
染
拡
大
防
止
と
高
齢
者
の
命
を
守

る
た
め
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
を
。
陽
性

者
が
出
た
ら
運
営
で
き
な
い
こ
と
を
危

惧
し
て
ち
ゅ
う
ち
ょ
す
る
事
業
者
が
出

な
い
よ
う
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
と
り
、

都
に
定
期
的
な
検
査
を
要
望
す
べ
き
。

答
都
と
共
同
し
必
要
な
対
策
を
と
っ
て

い
る
。
事
業
者
か
ら
の
応
援
要
請
は
な

い
が
、
反
復
的
な
検
査
の
実
施
は
可
能
。

問
保
育
園
で
は
陽
性
者
が
で
て
も
「
子

ど
も
は
重
症
化
し
な
い
」
と
濃
厚
接
触

者
と
せ
ず
、
職
員
に
も
症
状
が
な
け
れ

ば
検
査
を
し
な
い
対
応
を
見
直
し
、
保

育
園
・
学
童
全
て
の
職
員
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
定
期
的
に
公
費
で
行
う
べ
き
。

答
暫
定
的
に
濃
厚
接
触
者
以
外
の
検
査

は
実
施
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
今
後
は

状
況
に
よ
り
対
応
方
針
を
変
更
す
る
。

問
区
内
の
医
療
機
関
へ
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
の
費
用
支
援
と
従
事
者
に
慰
労

金
の
支
給
を
。
区
独
自
病
院
の
減
収
分

補
塡
を
行
い
、
医
療
崩
壊
を
防
ぐ
べ
き
。

答
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
開
始
さ
れ
、
効

果
も
見
込
ま
れ
る
た
め
、
現
時
点
で
は

定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
慰
労
金
支
給

や
病
院
へ
の
補
填
を
行
う
考
え
は
な
い
。

問
コ
ロ
ナ
禍
で
減
収
と
な
っ
た
全
て
の

区
内
事
業
者
へ
支
援
す
べ
き
。

答
国
や
都
の
動
向
を
注
視
す
る
。

問
融
資
の
返
済
期
間
が
近
づ
い
て
い
る

が
、
緊
急
事
態
宣
言
も
延
長
さ
れ
、
先

行
き
の
見
え
な
い
事
業
者
が
多
い
。
返

済
据
置
期
間
を
更
に
１
年
延
長
す
べ
き
。

答
更
な
る
延
長
を
行
う
と
返
済
期
間
が

短
く
な
り
、
１
回
あ
た
り
の
返
済
金
額

が
増
加
し
負
担
が
増
え
て
し
ま
う
。

問
生
活
保
護
は
権
利
で
あ
る
。
生
活
保

護
の
受
給
が
必
要
な
人
の
増
加
に
見

合
っ
た
、
職
員
増
を
行
い
、
安
心
し
て

申
請
で
き
る
広
報
を
更
に
行
う
べ
き
。

答
適
正
な
職
員
配
置
に
努
め
必
要
な
方

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
周
知
を
進
め
る
。

問
生
活
保
護
を
申
請
の
際
、
親
族
へ
の

扶
養
照
会
は
見
直
す
べ
き
。

答
扶
養
照
会
が
生
活
保
護
の
要
件
で
あ

る
か
の
よ
う
な
説
明
は
行
っ
て
い
な
い
。

国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
下
げ
と
、

均
等
割
の
減
免
の
実
現
に
つ
い
て

問
２
０
２
１
年
度
の
保
険
料
に
つ
い
て

は
困
窮
す
る
加
入
者
の
実
態
な
ど
を
考

慮
し
、
引
き
下
げ
る
か
据
え
置
く
べ
き
。

答
所
得
の
低
い
方
の
負
担
に
配
慮
し
た
。

問
子
ど
も
の
均
等
割
減
免
は
新
年
度
か

ら
に
前
倒
し
し
、
そ
の
財
源
は
国
や
都

に
求
め
る
べ
き
。
更
に
２
０
２
２
年
度

か
ら
の
区
負
担
分
を
国
に
求
め
、
対
象

年
齢
や
軽
減
割
合
を
拡
大
す
べ
き
。

答
国
の
制
度
の
中
で
検
討
す
る
。

問
国
保
減
免
の
更
な
る
周
知
徹
底
や
保

険
料
の
納
期
限
の
延
期
、
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
な
ど
雑
所
得
で
確
定
申
告
し
て
い
る

方
を
対
象
と
す
る
よ
う
国
に
要
請
の
上
、

区
独
自
の
対
応
を
す
べ
き
。

答
区
独
自
の
保
険
料
減
免
は
困
難
。

小
・
中
学
校
の
少
人
数
学
級
の
推
進

と
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

問
小
学
校
３
年
生
、
中
学
校
２
年
生
の

35
人
学
級
を
区
独
自
で
行
う
べ
き
。

答
早
急
に
推
進
す
る
こ
と
は
困
難
。

問
小
・
中
学
校
教
職
員
へ
の
定
期
的
な

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
う
べ
き
。

答
感
染
が
疑
わ
れ
る
職
員
を
検
査
す
る
。

高
齢
者
も
現
役
世
代
も
安
心
で
き
る

自
治
体
福
祉
の
確
立
に
つ
い
て

問
自
助
と
共
助
で
高
齢
者
福
祉
の
推
進

を
図
る
の
で
な
く
、
高
齢
者
を
支
え
る

公
助
の
責
任
・
役
割
か
ら
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
28
か
所
に
増
や
す
べ
き
。

答
現
在
22
か
所
設
置
済
み
。
令
和
３
年

度
は
蒲
田
西
地
区
に
1
か
所
整
備
予
定
。

問
低
所
得
者
の
保
険
料
の
引
き
下
げ
の

た
め
、
第
７
期
で
積
み
立
て
ら
れ
た
介

護
給
付
費
準
備
基
金
約
50
億
円
全
額
を

使
い
、
17
段
階
に
な
っ
て
い
る
保
険
料

の
所
得
区
分
を
更
に
広
げ
る
べ
き
。

答
法
令
を
遵
守
し
、
適
切
に
対
応
す
る
。

問
コ
ロ
ナ
禍
で
倒
産
・
廃
業
が
増
加
し

て
い
る
介
護
事
業
者
の
減
収
分
の
補
塡

を
区
独
自
で
行
う
べ
き
。

答
区
独
自
の
支
援
は
、
考
え
て
い
な
い
。

＊マイクロツーリズム（3面3段・2行目）（4面6段・5行目）
　自宅からおよそ1時間圏内の地元や近隣への近距離旅行の形態を指す。

＊ゼロカーボンシティ（４面１段・24行目）
　2050年までにCO2（二酸化炭素）排出量を実質ゼロにすることを目指す旨を
公表した地方自治体を指す。

＊デジタル・ディバイド（5面1段・28行目）
　インターネットやパソコンなどの情報通信技術を利用できる者と利用できない
者との間に生じる格差を指す。

用 語 解 説

質
問
と
答
弁
は
、
質
問
者
が
ま
と

め
た
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

鈴
木
　
隆
之

自
由
民
主
党
大
田
区
民
連
合

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い

力
強
い
区
政
運
営
に
向
け
て

清
水
　
菊
美

日
本
共
産
党
大
田
区
議
団

コ
ロ
ナ
対
策
は
雇
用
・
営
業
・

暮
ら
し
・
命
重
視
で
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会議録検索システム
区議会の会議録がインターネットを
利用して、検索閲覧できます。

質問と答弁は、質問者がまとめた要旨を掲載しています。質問と答弁は、質問者がまとめた要旨を掲載しています。3

令
和
３
年
度
予
算
に
つ
い
て

問
３
年
度
予
算
編
成
に
込
め
ら
れ
た
区

長
の
思
い
を
伺
う
。

答
３
年
度
予
算
の
編
成
で
は
、
産
後
家

事
・
育
児
援
助
で
産
み
育
て
や
す
い
切

れ
目
な
い
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。
ま

た
、
感
染
症
対
策
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
体

制
の
確
保
、
高
齢
者
支
援
・
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
災
害
対
策
を

進
め
る
ほ
か
、
新
空
港
線
整
備
を
契
機

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
区
の
発
展

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

ハ
ネ
ダ
ピ
オ
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
新

産
業
に
つ
い
て

問
ハ
ネ
ダ
ピ
オ
で
生
み
出
さ
れ
る
様
々

な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
、
区
内
産
業
、

特
に
若
手
経
営
者
に
つ
か
ん
で
も
ら
う

た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
伺
う
。

答
異
業
種
と
の
連
携
に
意
欲
的
な
若
手

経
営
者
が
、
ハ
ネ
ダ
ピ
オ
で
の
実
績
を

積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
で
、
更
に
多
く

の
区
内
企
業
の
参
画
に
つ
な
が
り
、
区

内
産
業
の
活
性
化
と
い
う
好
循
環
を
生

む
と
考
え
て
い
る
。
日
頃
か
ら
連
携
し

て
い
る
区
内
団
体
の
若
手
か
ら
も
強
い

期
待
の
声
が
届
い
て
い
る
。
こ
う
し
た

多
様
な
声
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
な

が
ら
、
運
営
体
制
の
構
築
に
、
区
は
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

要
配
慮
者
の
た
め
の
災
害
対
策
に
つ

い
て

問
学
校
避
難
所
に
お
け
る
要
配
慮
者
の

避
難
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
伺
う
。

答
区
は
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や
フ
ロ
ア

マ
ッ
ト
な
ど
要
配
慮
者
向
け
の
備
蓄
品

を
配
備
し
、
要
配
慮
者
ス
ペ
ー
ス
の
担

当
職
員
を
配
置
の
上
、
障
が
い
特
性
に

応
じ
た
災
害
情
報
の
提
供
や
見
守
り
な

ど
、
要
配
慮
者
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を

行
っ
て
い
く
。
今
後
も
、
避
難
所
を
運

営
す
る
地
域
の
方
々
と
連
携
し
、
要
配

慮
者
ス
ペ
ー
ス
の
運
営
体
制
の
構
築
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

問
様
々
な
地
域
資
源
を
活
用
し
、
個
別

計
画
の
作
成
を
段
階
的
に
進
め
る
べ
き
。

答
区
は
こ
れ
ま
で
、
在
宅
人
工
呼
吸
器

使
用
者
を
対
象
に
、
個
別
支
援
計
画
の

作
成
を
進
め
て
い
る
。
2
年
度
は
更
に
、

多
摩
川
の
氾
濫
時
に
甚
大
な
被
害
が
想

定
さ
れ
る
区
域
の
低
層
階
に
お
住
ま
い

の
避
難
行
動
要
支
援
者
を
対
象
に
、
区

職
員
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
公
助

が
必
要
な
方
を
把
握
し
、
個
別
の
支
援

に
つ
な
げ
て
い
く
よ
う
取
り
組
ん
で
い

る
。
今
後
も
、
様
々
な
分
野
の
方
と
連

携
し
、
避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
の

実
効
性
の
確
保
に
取
り
組
む
。

大
田
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問
鉄
道
・
都
市
づ
く
り
部
の
新
設
で
、

新
空
港
線
事
業
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
、
区
の
考
え
を
伺
う
。

答
新
空
港
線
の
整
備
は
、
何
と
し
て
も

実
現
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
事
業
。
鉄
道

整
備
と
沿
線
ま
ち
づ
く
り
の
部
署
を
統

合
さ
せ
る
今
回
の
組
織
改
正
に
よ
り
、

「
協
議
の
場
」
で
の
検
討
事
項
で
あ
る

「
ま
ち
づ
く
り
の
要
素
」
を
加
味
し
た

事
業
の
構
築
に
つ
い
て
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

区
の
観
光
施
策
に
つ
い
て

問
改
め
て
、
区
が
観
光
施
策
に
取
り
組

む
意
義
に
つ
い
て
伺
う
。

答
観
光
は
、
関
連
産
業
の
裾
野
が
広
く
、

か
つ
経
済
波
及
効
果
が
大
き
い
重
要
な

成
長
戦
略
の
一
つ
で
あ
る
。
区
は
、
平

成
30
年
度
に
観
光
振
興
プ
ラ
ン
を
10
年

ぶ
り
に
策
定
し
、
新
た
な
視
点
も
加
え

た
観
光
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
禍
と
い
う
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、

今
こ
そ
観
光
施
策
に
取
り
組
む
意
義
が

あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

問
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

復
活
が
当
面
望
め
な
い
な
か
、
区
と
し

て
現
在
、
ど
の
よ
う
な
観
光
施
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
伺
う
。

答
区
は
、
区
民
や
区
外
来
訪
者
を
対
象

と
し
た
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
、

及
び
国
内
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
に
注
力
し

て
い
る
。
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ

い
て
は
、
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
を
推
進

拠
点
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
実
物
を

融
合
さ
せ
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
つ
い
て
は
、
中
小
規
模
の
学

会
・
団
体
な
ど
へ
区
内
誘
致
を
積
極
的

に
働
き
か
け
て
い
る
。
今
後
は
こ
れ
ら

に
加
え
、
情
報
通
信
技
術
の
効
果
的
な

活
用
を
図
り
、
よ
り
多
角
的
な
区
内
回

遊
策
を
推
進
し
て
い
く
。

区
の
教
育
施
策
に
つ
い
て

問
「
お
お
た
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」
折
り
返

し
と
な
る
3
年
度
か
ら
の
教
育
方
針
に

つ
い
て
教
育
長
の
考
え
を
伺
う
。

答
3
年
度
は
、
家
庭
に
お
い
て
の
学
び

が
進
め
ら
れ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
整
備
す

る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し

て
課
題
解
決
す
る
情
報
活
用
能
力
の
育

成
を
充
実
し
て
い
く
。
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
の
孤
立
化
が
心
配
さ
れ
る
状
況
で

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
人
と
人
と
の
き

ず
な
を
深
め
、
社
会
性
を
高
め
、
と
も

に
生
き
る
力
の
育
成
に
つ
な
げ
て
い
く
。

教
育
委
員
会
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
身

近
な
学
校
に
お
け
る
教
師
や
友
達
と
の

信
頼
関
係
を
築
き
、
地
域
の
人
々
と
の

つ
な
が
り
、
ま
た
多
様
で
広
い
社
会
と

の
つ
な
が
り
を
創
出
し
、
お
お
た
教
育

ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

問
新
規
の
感
染
症
の
拡
大
に
備
え
て
個

人
用
防
護
具
と
消
毒
液
な
ど
感
染
防
御

に
必
要
な
物
を
一
定
量
確
保
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
区
の
考
え
を
伺
う
。

答
新
た
な
感
染
症
の
流
行
に
備
え
、
保

健
所
職
員
が
調
査
時
に
必
要
な
防
護
服

に
つ
い
て
、
エ
ボ
ラ
な
ど
一
類
感
染
症

で
使
用
す
る
タ
イ
プ
か
ら
簡
易
な
タ
イ

プ
ま
で
備
蓄
し
て
い
る
。

問
一
斉
休
校
か
ら
１
年
間
を
振
り
返
り
、

区
立
小
・
中
学
校
で
、
で
き
な
か
っ
た

こ
と
、
わ
か
っ
た
こ
と
を
伺
う
。

答
臨
時
休
業
期
間
中
の
子
ど
も
た
ち
の

学
習
保
障
が
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
感

染
予
防
の
徹
底
に
努
め
る
こ
と
で
、
学

校
で
の
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

問
大
地
震
が
発
生
し
、
海
の
近
く
に
い

た
場
合
、
迷
わ
ず
津
波
が
来
る
こ
と
を

想
定
し
、
早
く
高
い
と
こ
ろ
に
逃
げ
る

こ
と
な
ど
生
涯
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た

ち
が
生
き
残
る
た
め
に
必
要
な
「
リ
ス

ク
と
向
き
合
う
た
め
の
教
育
」
に
力
を

入
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
区
の
考
え

を
伺
う
。

答
安
全
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
て
、

地
震
・
火
災
な
ど
の
災
害
発
生
時
や
、

交
通
事
故
、
病
気
や
け
が
な
ど
に
つ
い

て
学
び
、
リ
ス
ク
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
い
る
。

問
区
民
約
１
万
８
千
人
が
働
く
羽
田
空

港
、
災
害
や
自
然
環
境
を
学
べ
る
多
摩

川
な
ど
、
身
近
な
地
域
を
題
材
に
し
た

教
育
に
、
も
っ
と
力
を
入
れ
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
区
の
考
え
を
伺
う
。

答
区
立
小
・
中
学
校
で
は
、
地
域
の
特

色
を
い
か
し
た
教
育
活
動
を
展
開
し
、

地
域
を
知
る
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

問
区
も
沖
縄
県
の
様
に
当
た
り
前
に
な

る
ま
で
「
区
民
一
人
ひ
と
り
が
考
え
る

避
難
行
動
」
へ
の
取
り
組
み
を
続
け
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
区
の
考
え
を
伺
う
。

答
大
田
区
版
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の

作
成
支
援
動
画
の
作
成
な
ど
、
風
水
害

へ
の
備
え
を
自
ら
考
え
る
習
慣
が
浸
透

す
る
よ
う
、
粘
り
強
く
取
り
組
む
。

問
コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
区
民
に
寄
り
添
っ

た
建
築
物
の
耐
震
化
を
進
め
る
取
り
組

み
が
必
要
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

答
個
別
事
情
を
踏
ま
え
た
丁
寧
な
相
談

業
務
を
通
じ
た
、
区
民
の
命
を
守
る
た

め
の
建
築
物
の
耐
震
化
を
進
め
て
い
く
。

問
区
の
公
共
施
設
の
多
く
は
高
度
経
済

成
長
期
に
建
て
ら
れ
、
十
数
年
後
に
は

耐
用
年
数
を
迎
え
る
。
今
後
の
活
用
・

維
持
管
理
の
あ
り
方
を
伺
う
。

答
建
物
の
耐
用
年
数
の
延
伸
を
図
る
長

寿
命
化
改
修
を
併
用
す
る
。

問
大
森
駅
西
口
広
場
の
都
市
計
画
事
業

は
、
防
災
・
防
犯
の
点
で
改
善
や
向
上

を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

答
大
森
駅
西
口
広
場
は
、
災
害
時
の
一

時
滞
留
空
間
や
救
護
場
所
に
活
用
す
る

な
ど
、
都
市
の
機
能
を
高
め
、
地
域
の

防
災
・
防
犯
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
く
。

監
査
委
員
に
つ
い
て

問
地
方
自
治
法
改
正
を
受
け
、
行
政
の

チ
ェ
ッ
ク
体
制
強
化
の
点
か
ら
議
員
選

出
監
査
委
員
を
廃
止
す
べ
き
。

答
当
区
に
お
い
て
は
議
員
選
出
監
査
委

員
の
選
任
を
続
け
る
考
え
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

問
区
民
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
自
己
決
定

権
の
保
証
に
つ
い
て
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
接
種
の
可
否
は
区
民
の
意
思
に
委
ね

ら
れ
て
い
る
。
接
種
し
な
い
方
が
差
別

や
い
じ
め
を
受
け
な
い
よ
う
啓
発
す
る
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
副
反

応
な
ど
国
に
健
康
被
害
に
対
す
る
副
反

応
の
因
果
関
係
の
認
定
と
情
報
公
開
を
。

答
健
康
被
害
が
生
じ
た
場
合
、
健
康
被

害
救
済
給
付
の
申
請
と
調
査
を
実
施
し
、

接
種
と
の
事
実
関
係
な
ど
、
正
確
な
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
く
。

児
童
相
談
所
設
置
と
子
育
て
支
援

問
困
難
を
抱
え
る
子
育
て
家
庭
を
支
え

る
た
め
、
緊
急
時
の
子
育
て
短
期
支
援

事
業
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
区
内
団
体
に
も
委

託
す
べ
き
。
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
子
育
て
環
境
整
備
の
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

を
含
む
区
内
団
体
の
活
動
状
況
を
把
握

す
る
な
ど
、
検
討
し
て
い
く
。

問
社
協
の
こ
ど
も
１
０
０
０
人
ア
ン

ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
小
中
高
３
１
２

４
名
の
声
。児
童
相
談
所
の
設
置
は
、子

ど
も
の
声
を
受
け
止
め
る
こ
と
か
ら
始

ま
る
。
対
応
策
を
講
ず
る
べ
き
だ
。

答
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ
た
支
援

の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
を
受

け
止
め
、
信
頼
関
係
を
築
き
、
最
善
の

利
益
を
守
る
た
め
の
支
援
を
目
指
す
。

問
区
長
は
子
ど
も
の
未
来
を
ど
う
描
き
、

児
童
相
談
所
を
設
置
す
る
の
か
。

答
子
ど
も
の
事
情
に
関
わ
ら
ず
、
豊
か

な
人
間
性
を
育
み
、
未
来
を
創
る
力
を

身
に
付
け
る
支
援
が
で
き
る
施
設
を
目

指
し
て
い
く
。

問
都
の
一
時
保
護
所
で
は
「
私
語
禁
止
、

男
女
接
触
禁
止
」
で
運
営
す
る
所
も
あ

る
。
区
は
独
自
方
針
を
提
示
す
る
の
か
。

答
子
ど
も
の
権
利
擁
護
を
第
一
に
考
え

た
、
区
な
ら
で
は
の
充
実
し
た
施
設
整

備
と
支
援
体
制
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問
児
童
相
談
所
運
営
の
精
神
は
「
子
ど

も
の
権
利
擁
護
を
第
一
と
す
る
」
こ
と
。

運
営
理
念
の
条
例
に
つ
い
て
伺
う
。

答
子
ど
も
の
権
利
条
約
に
よ
る
基
本
的

人
権
な
ど
議
論
を
進
め
、
子
ど
も
の
権

利
を
最
大
限
に
擁
護
で
き
る
、
区
な
ら

で
は
の
設
置
に
向
け
準
備
を
進
め
る
。

議会中継の動画配信のご案内
～スマートフォンなどから手軽にご視聴いただけます～

　2〜 5面に掲載している代表・一般質問議員
の顔写真の下にあるQRコードをスマートフォ
ンやタブレットなどで読み取ると、その議員の
質問の動画（YouTubeで配信）
がご視聴いただけます。
※視聴にあたり事前に読み取り用アプ
リのインストールが必要となる場合が
あります。

簡単アクセス！

田
村
　
英
樹

大
田
区
議
会
公
明
党

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え

魅
力
と
活
力
あ
ふ
れ
る
大
田
へ

須
藤
　
英
児

令
和
大
田
区
議
団
（
無
所
属
５
＋
維
新
１
）

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
区
民
に

寄
り
添
っ
た
教
育
と
ま
ち
づ
く
り
を

野
呂
　
恵
子

エ
ー
ル
お
お
た
区
議
団（
緑・生
活
者
ネ
ッ
ト・立
憲
）

行
政
の
透
明
性
と

人
権
に
配
慮
し
た
大
田
区
政
を
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末
安
　
広
明

大
田
区
議
会
公
明
党

民
間
事
業
者
と
の
連
携
に
つ
い
て

問
行
政
と
民
間
事
業
者
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
連
携
し
、
社
会
課
題
解
決
に
取
り

組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

答
区
民
、
企
業
、
行
政
の
各
々
に
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
公
民
連
携
を
進
め
る
。

問
提
案
制
度
を
通
じ
た
公
民
連
携
の
手

法
に
よ
っ
て
社
会
課
題
の
解
決
を
進
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

答
ハ
ネ
ダ
ピ
オ
を
ハ
ブ
と
し
た
モ
デ
ル

事
業
を
公
募
に
よ
り
選
定
し
、
産
業
面

か
ら
公
民
連
携
を
よ
り
一
層
進
め
る
。

区
の
環
境
施
策
の
方
向
性
に
つ
い
て

問
令
和
3
年
度
に
策
定
予
定
の
環
境
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
方
向
性
を
伺
う
。

答
５
つ
の
基
本
目
標
と
気
候
変
動
適
応

計
画
で
構
成
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献

も
目
指
し
た
計
画
と
す
る
。

問
区
民
や
事
業
者
へ
の
意
識
啓
発
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答
お
お
た
ク
ー
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
の
取
り

組
み
を
拡
大
す
る
た
め
、
行
動
変
容
に

つ
な
が
る
普
及
啓
発
を
進
め
る
。

問
全
国
の
自
治
体
で
進
む
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
宣
言
に
つ
い
て
、
そ
の
効
果

を
区
は
ど
う
評
価
し
て
い
る
の
か
。

答
宣
言
に
よ
っ
て
、
区
民
と
目
標
や
方

向
性
を
共
有
で
き
れ
ば
、
大
き
な
効
果

が
期
待
で
き
る
と
考
え
る
。
持
続
可
能

な
社
会
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
、
温

暖
化
対
策
を
推
進
し
て
い
く
。

大
橋
　
武
司

大
田
区
議
会
公
明
党

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
後

遺
症
に
つ
い
て

問
回
復
し
た
後
も
後
遺
症
に
悩
ま
さ
れ

て
日
常
を
取
り
戻
す
こ
と
が
難
し
い

方
々
が
相
当
数
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て

き
て
い
る
。
医
学
的
知
見
を
有
す
る
東

邦
大
学
と
連
携
し
、
後
遺
症
に
つ
い
て

も
テ
ー
マ
に
し
、
国
も
動
か
し
て
い
く

取
り
組
み
を
期
待
す
る
が
、
い
か
が
か
。

答
東
邦
大
学
と
地
域
連
携
感
染
制
御
学

講
座
を
積
極
的
に
推
進
し
、
区
民
の
命

と
生
活
を
守
っ
て
い
く
。

が
ん
対
策
に
つ
い
て

問
「
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
存
在
を

広
く
知
ら
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
ご
本
人
や
ご
家

族
へ
の
支
援
を
強
化
し
、
切
れ
目
な
い

対
策
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

体
力
健
康
維
持
、
フ
レ
イ
ル
予
防
に

つ
い
て

問
健
康
維
持
、
フ
レ
イ
ル
予
防
に
関
す

る
区
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
高
齢
者
の
心
身
の
健
康
維
持
に
向
け
、

取
り
組
ん
で
い
く
。

奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

問
成
績
基
準
の
判
定
を
含
め
た
運
用
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
配
慮
あ
る
対
応
と
、

奨
学
金
制
度
の
広
報
を
し
っ
か
り
行
い
、

寄
付
に
つ
い
て
広
く
積
極
的
な
取
り
組

み
を
求
め
る
。

答
引
き
続
き
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

松
本
　
洋
之

大
田
区
議
会
公
明
党

求
め
ら
れ
る
図
書
館
の
あ
り
方
に
つ

い
て

問
癒
や
し
の
空
間
を
提
供
す
る
滞
在
型

図
書
館
を
よ
り
一
層
充
実
す
べ
き
。
現

在
の
環
境
整
備
の
状
況
と
今
後
の
地
域

図
書
館
に
対
す
る
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
開
館
予
定
の
池
上
図
書
館
で
は
、
地

域
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
常
設
や
、
開
館
時

間
の
延
長
、
一
部
の
座
席
に
個
別
電
源

を
付
け
る
な
ど
、
工
夫
を
取
り
入
れ
て

い
る
。
今
後
と
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
を
徹
底
し
な
が

ら
、
区
民
の
要
望
に
沿
っ
た
利
用
が
で

き
る
よ
う
、
図
書
館
の
環
境
整
備
と
運

営
を
進
め
て
い
く
。

問
新
し
い
生
活
様
式
に
対
応
し
た
電
子

図
書
館
の
推
進
と
今
後
の
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

答
電
子
書
籍
貸
出
サ
ー
ビ
ス
は
、
試
行

的
に
開
始
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
Ｉ

Ｃ
タ
グ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
予
約
・
貸
し

出
し
の
簡
便
化
や
、
職
員
の
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
力
の
向
上
な
ど
、
充
実
を
図
っ
て

い
く
。
令
和
３
年
３
月
下
旬
に
開
館
予

定
の
池
上
図
書
館
で
は
、
都
内
初
と
な

る
予
約
本
自
動
受
取
機
を
導
入
す
る
。

今
後
は
、
新
し
い
生
活
様
式
の
な
か
で
、

区
民
の
知
的
探
求
を
支
え
る
役
割
と
と

も
に
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
と
い
う
図

書
館
の
特
性
を
い
か
し
、
人
と
人
と
を

つ
な
げ
る
な
ど
の
役
割
を
し
っ
か
り
と

果
た
し
て
い
く
。岸

田
　
哲
治

自
由
民
主
党
大
田
区
民
連
合

地
震
発
生
時
の
帰
宅
者
支
援
と
感
染

症
蔓
延
時
の
避
難
、支
援
の
あ
り
方
に

つ
い
て

問
帰
宅
者
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

答
道
路
交
通
状
況
や
支
援
情
報
の
提
供

だ
け
で
な
く
、
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
る
都
立
学
校
で
水
の
提
供
も
行
う
。

関
係
機
関
と
連
携
し
支
援
に
取
り
組
む
。

問
感
染
症
ま
ん
延
時
の
避
難
所
対
策
は
。

答
補
完
避
難
所
な
ど
の
追
加
開
設
を
計

画
し
て
い
る
。
避
難
所
は
過
密
状
態
に

な
る
た
め
、
避
難
所
以
外
へ
の
避
難
行

動
を
検
討
し
て
い
た
だ
く
よ
う
呼
び
か

け
、
間
仕
切
り
も
活
用
し
、
新
た
な
避

難
所
の
確
保
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
防
災
ア
プ
リ
を
導
入
し
、
避
難

所
の
混
雑
状
況
を
分
か
り
や
す
く
す
る

な
ど
混
雑
の
軽
減
を
図
り
、
感
染
拡
大

の
防
止
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問
分
散
避
難
し
た
区
民
が
、
物
資
や
情

報
の
不
足
で
不
安
が
無
い
よ
う
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
伺
う
。

答
３
日
間
は
生
活
で
き
る
水
や
食
料
の

備
蓄
や
ト
イ
レ
の
備
え
、
非
常
持
ち
出

し
品
の
準
備
、
家
具
転
倒
防
止
器
具
の

設
置
な
ど
に
つ
い
て
、
継
続
し
て
普
及

・
啓
発
し
て
い
る
。
支
援
が
有
効
に
行

わ
れ
る
よ
う
、
訓
練
な
ど
を
通
じ
て
よ

り
一
層
の
体
制
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

問
災
害
対
応
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
考

え
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
将

来
の
担
い
手
の
育
成
を
図
っ
て
は
ど
う

か
と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
若
年
期
か
ら
防
災
意
識
を
醸
成
し
、

即
戦
力
と
な
る
人
材
の
育
成
は
必
要
で

あ
る
。
若
い
人
が
自
助
・
共
助
の
意
識

を
高
め
、
防
災
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
、

引
き
続
き
、
啓
発
し
て
い
く
。

問
耐
震
化
率
95
％
を
達
成
し
た
時
に
被

害
を
抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
伺
う
。

答
平
成
21
年
度
の
79
％
か
ら
令
和
元
年

度
ま
で
に
90
％
程
度
に
向
上
し
た
こ
の

間
、
被
害
も
半
分
程
度
に
低
減
し
た
も

の
と
推
定
で
き
る
。
ま
た
耐
震
化
率
が

90
％
か
ら
95
％
に
向
上
す
る
こ
と
で
、

被
害
が
３
分
の
２
に
減
少
す
る
と
さ
れ

て
お
り
、
耐
震
化
率
の
目
標
達
成
に
向

け
て
、
助
成
制
度
の
利
用
促
進
に
努
め
、

倒
れ
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

伊
佐
治
　
剛

自
由
民
主
党
大
田
区
民
連
合

館
山
さ
ざ
な
み
学
校
に
つ
い
て

問
区
立
病
弱
特
別
支
援
学
校
の
廃
止
に

向
け
て
区
が
か
じ
を
切
っ
て
い
る
こ
と

を
大
変
危
惧
し
て
い
る
。
開
校
当
時
と

は
違
い
、
健
康
課
題
の
み
で
入
校
す
る

児
童
は
少
な
く
、
不
規
則
な
生
活
習
慣
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
な
ど
、

館
山
さ
ざ
な
み
学
校
と
い
う
環
境
だ
か

ら
こ
そ
改
善
で
き
る
課
題
も
あ
る
。
館

山
さ
ざ
な
み
学
校
の
議
論
を
す
る
と
必

ず
コ
ス
ト
の
問
題
が
挙
が
る
。
私
は
子

ど
も
た
ち
の
健
康
を
守
る
上
で
今
の
コ

ス
ト
が
高
い
と
は
思
わ
な
い
が
、
そ
こ

ま
で
コ
ス
ト
を
気
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

他
区
と
の
共
同
運
営
に
つ
い
て
も
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答
特
別
区
で
は
大
田
区
の
ほ
か
３
区
が

設
置
し
て
い
る
。
共
同
運
営
を
含
め
他

区
の
状
況
な
ど
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

「
見
た
目
問
題
」
を
抱
え
る
方
々
へ
の

支
援
に
つ
い
て

問
ア
ザ
や
や
け
ど
、ア
ル
ビ
ノ
な
ど
、外

見
に
症
状
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
学
校
や

就
職
、
結
婚
で
の
差
別
な
ど
を
受
け
て

い
て
も
相
談
先
も
な
く
、
孤
独
感
で
苦

し
ん
で
い
る
当
事
者
も
少
な
く
な
い
。

区
と
し
て
、
見
た
目
問
題
の
解
消
に
取

り
組
む
た
め
、区
民
へ
の
意
識
啓
発
、現

状
調
査
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
い

か
が
か
。

答
今
後
、
見
た
目
問
題
に
関
し
て
、
墨

田
区
な
ど
先
進
自
治
体
の
取
り
組
み
を

参
考
に
、
効
果
的
な
区
民
へ
の
意
識
啓

発
や
現
状
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

効
果
的
な
路
上
喫
煙
対
策
に
つ
い
て

問
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
喫
煙
者
に
つ
い

て
は
厳
し
く
対
応
す
べ
き
。
な
ぜ
、
区

は
区
内
全
域
に
お
い
て
「
歩
き
タ
バ

コ
」、「
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
」
に
罰

則
を
科
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
見
解

を
伺
う
。

答
条
例
の
施
行
か
ら
１
年
が
経
過
す
る

こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
悪
質
な
違
反
者

に
対
し
て
は
、
よ
り
一
層
厳
し
い
対
応

を
と
っ
て
い
く
。
公
衆
喫
煙
所
の
設
置

個
所
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
要
望
や
実

情
な
ど
を
把
握
し
た
上
で
、
喫
煙
禁
止

重
点
対
策
地
区
の
拡
大
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

海
老
澤
圭
介

自
由
民
主
党
大
田
区
民
連
合

産
業
と
観
光
の
連
携
に
つ
い
て

問
大
き
く
変
わ
る
社
会
状
況
を
踏
ま
え

つ
つ
、
施
策
の
充
実
に
向
け
た
今
後
の

区
の
組
織
の
あ
り
方
に
関
す
る
考
え
に

つ
い
て
伺
う
。

答
区
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
各
部
局
の

緊
密
な
連
携
が
、
効
果
的
な
施
策
推
進

に
つ
な
が
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

産
業
・
観
光
施
策
に
お
い
て
は
、
マ
イ

ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
践
が
、
地
域
産

業
の
活
性
化
や
魅
力
あ
る
ま
ち
の
形
成

に
つ
な
が
り
、
区
民
が
愛
着
と
誇
り
を

持
て
る
ま
ち
づ
く
り
に
発
展
す
る
も
の

と
捉
え
て
い
る
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
施

策
に
お
い
て
は
、
施
設
の
利
活
用
に
よ

る
各
部
局
連
携
の
施
策
の
充
実
が
今
後

更
に
重
要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
区

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
資
す
る
施
策
を

効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、
組
織
整
備

に
努
め
て
い
く
。

大
田
区
の
広
報
に
つ
い
て

問
ユ
ニ
ー
ク
お
お
た
の
ペ
ー
ジ
に
お
い

て
、
各
部
各
課
の
取
り
組
み
を
、
リ
ン

ク
・
バ
ナ
ー
な
ど
で
集
約
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
区
で
は
、
関
係
部
局
の
デ
ジ
タ
ル
コ

ン
テ
ン
ツ
ヘ
ア
ク
セ
ス
を
促
す
な
ど
、

相
乗
効
果
が
図
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
作

り
を
進
め
て
お
り
、
区
一
丸
と
な
っ
て

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み

を
一
層
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
関
係
部
局
を
始
め
、

事
業
者
・
団
体
な
ど
と
も
情
報
共
有
を

図
る
体
制
を
整
え
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
推
進
の
更
な
る
連
携
強
化
に
取

り
組
み
、
大
田
区
な
ら
で
は
の
多
様
な

魅
力
を
集
約
し
、
よ
り
効
果
的
、
効
率

的
に
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
く
。

子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
の
整
備
に
つ

い
て

問
教
育
・
子
育
て
の
観
点
か
ら
、
無
料

開
放
で
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
を
作
る

こ
と
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
が
、
教
育

委
員
会
の
見
解
を
伺
う
。

答
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
体
力
の
向
上
と
健
康
の
増
進

を
重
点
的
に
進
め
る
た
め
に
、
各
施
設

の
所
管
部
局
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
遊

び
場
の
確
保
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

質
問
と
答
弁
は
、
質
問
者
が
ま
と

め
た
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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荻
野
　
　
稔

東
京
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム（
無
所
属
・
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
）

産
業
支
援
に
つ
い
て

問
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
羽
田
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
の
、
区
画
の
進
捗
を
伺

う
。

答
現
時
点
で
、
17
区
画
中
、
５
事
業
者

８
区
画
の
入
居
が
決
ま
っ
て
い
る
。

教
育
に
つ
い
て

問
学
校
生
活
調
査
と
学
級
集
団
調
査
を

実
施
し
た
と
伺
っ
た
が
、
調
査
結
果
は

役
立
て
て
い
く
べ
き
。
感
染
拡
大
下
で

の
子
ど
も
の
健
康
、
メ
ン
タ
ル
面
で
の

課
題
と
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て

は
、
学
校
、
保
護
者
、
地
域
、
関
係
機

関
と
連
携
し
、
区
全
体
の
共
通
課
題
や

対
応
に
つ
い
て
も
、
組
織
的
に
サ
ポ
ー

ト
す
る
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

黒
沼
　
良
光

日
本
共
産
党
大
田
区
議
団

住
民
本
位
の
た
め
の
大
田
区
行
政
デ

ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

問
コ
ロ
ナ
禍
の
最
大
教
訓
は
、
非
常
時

対
応
の
ケ
ア
に
強
い
社
会
で
は
な
い
か
。

答 (

仮
称)

大
田
区
情
報
化
推
進
計
画

を
策
定
し
取
り
組
む
。

問
デ
ジ
タ
ル
技
術
利
用
困
難
な
環
境
や

条
件
に
あ
る
方
へ
の
救
済
策
を
求
め
る
。

答
区
民
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
支
援
を
主
要

な
取
り
組
み
と
し
て
位
置
付
け
、
講
座

の
開
催
で
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド
の

解
消
を
進
め
る
。
窓
口
で
聴
覚
障
が
い

者
用
遠
隔
通
訳
サ
ー
ビ
ス
提
供
な
ど
、

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
図
る
。

問
区
民
か
ら
の
相
談
な
ど
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
は
対
面
を
基
本
と
し
、
職
員
の
労

働
軽
減
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
向

上
の
た
め
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
べ
き
。

答
対
面
で
の
き
め
細
や
か
な
配
慮
に
加

え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

迅
速
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
。

問
羽
田
空
港
跡
地
開
発
は
空
洞
化
を
一

層
促
進
す
る
。
必
要
な
の
は
内
需
を
基

本
に
、「
仲
間
回
し
」
を
い
か
し
た
母

工
場
都
市
機
能
と
し
て
の
大
田
区
産
業

政
策
で
あ
り
、
企
業
の
減
少
を
防
ぐ
政

策
が
不
十
分
で
あ
る
。

答
ハ
ネ
ダ
ピ
オ
の
機
能
を
活
用
し
、
産

業
の
ま
ち
大
田
の
発
展
に
取
り
組
む
。

問
区
内
企
業
間
の
連
携
を
強
化
し
、
生

産
効
率
性
を
高
め
る
た
め
、
後
継
者
育

成
や
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
再
生
・
農
業

・
災
害
分
野
へ
転
換
す
べ
き
。

答
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時

代
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、

企
業
の
事
業
再
構
築
を
支
援
し
て
い
く
。

平
野
　
春
望

エ
ー
ル
お
お
た
区
議
団（
緑
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
・
立
憲
）

問
障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た
区

会
計
年
度
任
用
職
員
（
オ
フ
ィ
ス
サ

ポ
ー
タ
ー
）
制
度
を
導
入
し
た
狙
い
と

今
後
の
課
題
、
区
職
員
の
障
が
い
者
雇

用
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
伺
う
。

答
多
様
な
働
き
方
の
た
め
、
勤
務
時
間

が
短
い
オ
フ
ィ
ス
・
サ
ポ
ー
タ
ー
の
設

置
や
、
専
用
の
執
務
室
を
設
置
し
、
職

務
に
集
中
で
き
る
職
場
環
境
を
整
え
る

と
と
も
に
、
仕
事
の
段
取
り
な
ど
の
指

導
・
助
言
を
行
う
障
が
い
者
支
援
員
を

配
置
し
た
。
今
後
も
障
が
い
の
特
性
に

応
じ
た
支
援
を
図
っ
て
い
く
。

問
区
の
就
労
支
援
事
業
で
は
、
障
が
い

者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
い
る
の
か
。
障
が
い
の
あ
る
方
が

働
き
や
す
く
、
受
け
入
れ
企
業
が
雇
用

を
増
や
せ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
つ

い
て
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
区
は
事
業
者
に
対
し
て
法
定
雇
用
率

の
達
成
を
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
区

内
企
業
が
障
が
い
者
雇
用
を
進
め
や
す

い
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

奈
須
　
利
江

フ
ェ
ア
な
民
主
主
義

問
新
型
コ
ロ
ナ
は
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
、

ペ
ス
ト
な
ど
よ
り
厳
し
い
措
置
が
可
能

な
上
、
法
改
正
で
命
令
に
応
じ
な
い
と

行
政
罰
が
科
さ
れ
る
。
法
改
正
に
際
し
、

全
国
保
健
所
長
会
は
「
病
原
性
、
感
染

性
の
高
い
か
な
り
恐
怖
を
抱
か
せ
る
疾

患
で
あ
る
と
い
う
概
念
が
誤
解
を
募
ら

せ
る
懸
念
が
あ
る
」
と
意
見
し
た
。
マ

ス
コ
ミ
や
ネ
ッ
ト
の
情
報
が
法
的
根
拠

の
な
い
強
制
な
ど
を
容
認
し
て
お
り
、

更
な
る
人
権
侵
害
を
恐
れ
る
。
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
強
制
で
な
い
こ
と
を
含
め
、

コ
ロ
ナ
の
正
確
な
情
報
を
伝
え
る
べ
き
。

答
接
種
す
る
、
し
な
い
は
区
民
の
意
思

に
よ
る
も
の
で
強
制
力
は
な
い
。
受
け

な
い
方
が
差
別
や
不
利
益
を
被
る
こ
と

は
許
さ
れ
ず
、
正
確
な
情
報
を
伝
え
る
。

奥
本
　
有
里

東
京
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム（
無
所
属
・
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
）

テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

問
区
の
テ
レ
ワ
ー
ク
や
時
差
出
勤
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
令
和
２
年
６
月
か
ら
テ
レ
ワ
ー
ク
の

試
行
を
開
始
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
時
差

出
勤
を
始
め
と
し
た
働
き
方
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
一

層
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
。

起
業
家
支
援
に
つ
い
て

問
起
業
家
た
ち
へ
の
創
業
支
援
の
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
南
六
郷
創
業
支
援
施
設
は
、
区
内
中

小
町
工
場
と
の
連
携
機
会
を
提
供
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。
ビ
ズ
・
ビ
ー
チ
・

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
で
は
、
郵
便
物
保
管

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。
様
々
な
創
業
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

小
川
あ
ず
さ

エ
ー
ル
お
お
た
区
議
団（
緑
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
・
立
憲
）

問
高
齢
者
や
電
子
機
器
を
持
た
な
い
人

を
ど
う
相
談
窓
口
に
つ
な
ぐ
の
か
。

答
巡
回
で
声
か
け
、
チ
ラ
シ
配
布
を
定

期
的
に
行
っ
て
お
り
、
区
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
継
続
し
て
周
知
を
促
す
。

問
自
力
で
頑
張
り
た
い
人
た
ち
へ
の
住

居
確
保
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

答
区
で
は
、
住
宅
確
保
要
配
慮
者
へ
の

支
援
が
あ
り
、
家
賃
の
支
払
い
が
困
難

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
方
に
は
、
住
居
確

保
給
付
金
の
制
度
が
あ
る
。

問
食
糧
支
援
を
信
用
度
の
高
い
区
が
恒

常
的
に
仲
介
し
て
、
区
民
と
困
窮
者
を

つ
な
げ
ら
れ
な
い
か
。

答
現
在
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
事
業
や
地

産
地
消
型
未
利
用
食
品
の
マ
ッ
チ
ン
グ

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

松
原
　
　
元

令
和
大
田
区
議
団（
無
所
属
５
＋
維
新
１
）

成
人
の
つ
ど
い
に
つ
い
て

問
区
に
は
、
令
和
3
年
1
月
に
予
定
さ

れ
て
い
た
成
人
の
つ
ど
い
の
分
散
開
催

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
次
年
度
以
降
に
継
承
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
含
め
た
新
た
な
運
営

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
の
上
、
３
年
度
以

降
に
お
い
て
も
、
継
続
し
て
実
施
し
て

も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
４
年
度
に
お
け

る
該
当
年
齢
の
公
表
と
告
知
を
速
や
か

に
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
る
が
、

区
の
考
え
を
伺
う
。

答
新
成
人
の
方
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

成
人
式
と
な
る
よ
う
、
分
散
開
催
を
含

め
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
実
施
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。
成
年

年
齢
引
き
下
げ
に
伴
う
成
人
の
つ
ど
い

の
対
象
年
齢
に
つ
い
て
は
、
3
年
３
月

の
青
少
年
問
題
協
議
会
に
お
い
て
対
象

年
齢
に
つ
い
て
の
意
見
を
伺
う
予
定
で

あ
る
。
民
法
改
正
後
の
成
人
の
つ
ど
い

の
対
象
年
齢
に
つ
い
て
は
、
区
民
の
方

や
青
少
年
問
題
協
議
会
に
お
け
る
意
見

な
ど
を
踏
ま
え
、
次
年
度
早
期
の
決
定
、

公
表
に
向
け
検
討
を
進
め
て
い
く
。

三
沢
清
太
郎

令
和
大
田
区
議
団（
無
所
属
５
＋
維
新
１
）

緊
急
医
療
救
護
所
に
つ
い
て

問
安
田
病
院
閉
院
に
伴
う
大
森
地
域
の

緊
急
医
療
救
護
所
の
速
や
か
な
再
設
定

と
地
域
住
民
や
医
師
会
へ
の
周
知
に
つ

い
て
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
大
森
赤
十
字
病
院
の
緊
急
医
療
救
護

所
の
人
材
を
大
き
く
強
化
す
る
こ
と
を

含
め
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。
医
師
会

な
ど
と
も
連
携
し
、
速
や
か
な
対
応
を

進
め
る
と
と
も
に
、
区
民
へ
の
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
く
。

航
空
会
社
職
員
の
採
用
に
つ
い
て

問
航
空
会
社
職
員
を
任
期
付
き
職
員
と

し
て
採
用
す
る
こ
と
は
、
区
と
航
空
会

社
の
シ
ナ
ジ
ー
を
発
揮
す
る
意
味
で
も

有
用
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
区
の
見
解

を
伺
う
。

答
航
空
会
社
職
員
の
英
語
や
接
遇
な
ど

の
ス
キ
ル
を
、
窓
口
職
場
で
の
事
務
補

助
員
や
研
修
の
講
師
、
教
育
現
場
な
ど

で
活
用
す
る
意
義
は
高
い
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
各
職
場
に
お
け
る
人
材
活

用
の
可
能
性
を
精
査
し
、
ど
の
よ
う
な

分
野
で
活
用
で
き
る
か
研
究
し
て
い
く
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
冬
を
迎
え
、
乾
燥
の
影
響
な
ど
か
ら

区
内
の
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
や

緊
急
事
態
宣
言
の
再
発
出
な
ど
を
受
け
、

区
民
の
皆
様
に
不
要
不
急
の
外
出
自
粛

の
要
請
や
改
め
て
の
マ
ス
ク
の
着
用
等

を
お
願
い
す
る
動
画
を
配
信
し
た
ほ
か
、

広
報
車
に
よ
る
広
報
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
区
民
の
皆
様
、
事

業
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご

自
身
、
そ
し
て
ご
家
族
の
命
を
守
る
た

め
感
染
拡
大
防
止
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
大
田
区
田
園
調
布
せ
せ
ら
ぎ
館

　

１
月
16
日
に
田
園
調
布
せ
せ
ら
ぎ
公

園
内
に
新
た
な
文
化
施
設
「
大
田
区
田

園
調
布
せ
せ
ら
ぎ
館
」
を
開
設
い
た
し

ま
し
た
。
今
後
も
公
園
の
拡
張
や
（
仮

称
）
田
園
調
布
せ
せ
ら
ぎ
公
園
体
育
施

設
の
整
備
な
ど
に
よ
り
、
田
園
調
布
せ

せ
ら
ぎ
公
園
の
更
な
る
魅
力
ア
ッ
プ
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
新
年
度
予
算
編
成

　

予
算
編
成
上
の
重
点
課
題
と
し
て

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
対
策
や
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
に
備

え
、
区
民
の
生
命
・
安
全
を
守
る
取
組

み
」
、
「
区
民
の
暮
ら
し
や
区
内
の
経

済
活
動
を
支
え
る
取
組
み
」
、
「
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
を
充

実
す
る
取
組
み
」
、
「
新
た
な
日
常
を

意
識
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
の
一
層
の
推
進

や
、
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
包
摂
的

な
地
域
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
た
取
組

み
」
の
４
つ
を
掲
げ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
課
題
に
優
先
的
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
区
の
発
展
の
礎
と
な
る
ま
ち
づ
く

り
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
効
果
的
、

効
率
的
に
財
源
を
配
分
い
た
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
教

育
活
動
に
お
い
て
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会

で
は
、「
フ
ィ
ジ
カ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を

取
り
な
が
ら
も
子
ど
も
た
ち
の
心
を
近

づ
け
る
教
育
活
動
」
を
目
指
し
、
コ
ロ

ナ
禍
を
こ
え
て
、
新
た
な
教
育
活
動
を

創
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
年
に
取
り
組
む
教
育
施
策
に
つ
い

て
、
１
点
目
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
推
進
し

ま
す
。
２
点
目
は
不
登
校
や
い
じ
め
問

題
へ
の
対
応
で
、
い
じ
め
の
重
大
事
態

に
対
す
る
専
門
家
会
議
の
設
置
や
不
登

校
対
策
の
基
本
方
針
を
策
定
し
ま
す
。

３
点
目
は
本
区
の
目
指
す
べ
き
教
育
で

あ
る
地
域
力
を
い
か
し
た
教
育
を
充
実

し
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
の
希
薄
さ
が
危
惧
さ
れ
、
新
た

な
人
の
つ
な
が
り
や
仕
組
み
づ
く
り
が

模
索
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
教
育
に
お
い
て
、
学
校
に
お
け
る
教

師
や
友
達
と
の
信
頼
関
係
、
身
近
な
地

域
の
人
や
文
化
、
更
に
は
世
界
の
人
々

や
多
様
で
広
い
社
会
や
未
来
社
会
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
つ
な
が
り
を
継
続
し
て
創

出
し
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

松原 忠義
区長

小黒 仁史
教育長

区長施政
方針演説
（抜粋）

教育長
所信表明
（抜粋）
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令和３年度予算の概要区長提出議案

一般会計総額　2,937億7,761万1千円
新型コロナウイルス感染症や自然災害などの危機から区民の暮らしと経済活動を守り、

「新たな日常」の実現に向けた変革を進める予算
　令和３年度予算は、感染拡大防止、区民生活支援、区内経済対策、
学びの保障などの喫緊の課題に的確に対応し、新型コロナウイルス
感染症の危機を乗り越え、誰もが安心して暮らし、活躍できる地域
づくりを進めるために、「新型コロナウイルス感染症や自然災害など
の危機から区民の暮らしと経済活動を守り、「新たな日常」の実現に
向けた変革を進める予算」と位置づけ、「新おおた重点プログラム」
を着実に推進する予算としました。

①�新型コロナウイルス感染拡大防止対策や激甚化する自然災害に
備え、区民の生命・安全を守る取組み
②�区民の暮らしや区内の経済活動を支える取組み
③�未来を担う子どもたちの教育環境を充実する取組み
④�「新たな日常」を意識したデジタル化の一層の推進や、誰ひとり
取り残さない包摂的な地域づくりの実現に向けた取組み

令和3年度予算の財政規模（会計別前年度比）

2,937億7,761万1千円
（2.2％増）

国民健康保険事業 662億855万1千円（0.5％減）

後期高齢者医療 174億2,620万4千円（0.3％増）

介護保険 596億801万6千円（3.5％増）

一般会計 特別会計

2,937億7,761万1千円 2,937億7,761万1千円

地方譲与税（0.8%）
22億3,400万1千円
利子割交付金（0.1%）
2億1,400万円

配当割交付金（0.4%）
10億8,800万円

株式等譲渡所得割交付金（0.4%）
11億7,900万円

地方消費税交付金（5.6%）
164億3,300万円

自動車取得税交付金（0.0%）
1千円

地方特例交付金（0.2%）
5億1,700万円

環境性能割交付金（0.1%）
2億1,300万円

特別区税（25.7%）
754億5,173万3千円
特別区税（25.7%）
754億5,173万3千円

特別区交付金（22.8%）
670億5,600万円
特別区交付金（22.8%）
670億5,600万円

国庫支出金（19.7%）
578億1,183万8千円

都支出金（7.6%）
223億8,672万1千円

繰入金（6.1%）
179億6,724万円

寄附金（0.1%）
4億2,321万7千円

財産収入（0.4%）
12億1,429万7千円

諸収入（3.4%）101億919万4千円
繰越金（0.7%）20億円

特別区債（2.4%）70億円

使用料及び手数料（2.7%）
80億2,069万6千円
分担金及び負担金（0.8%）
24億367万3千円
交通安全対策特別交付金（0.0%）
5,500万円

議会費（0.4%）
11億5,377万9千円

総務費（13.7%）
401億6,608万9千円
総務費（13.7%）
401億6,608万9千円

福祉費（53.9%）
1,584億613万8千円
福祉費（53.9%）
1,584億613万8千円

衛生費（4.3%）
125億5,954万6千円

産業経済費（2.1%）
60億3,046万9千円

土木費（7.7%）
227億4,473万5千円

都市整備費（2.3%）
68億4,831万3千円

環境清掃費（3.7%）
108億3,475万9千円

公債費（0.8%）
24億4,765万円

教育費（10.8%）
316億4,858万3千円

諸支出金（0.1%）2億3,755万円

予備費（0.2%）7億円

一般会計歳入 一般会計歳出

※グラフの計算は、原則として表示単位未満を四捨五入しています。
※カッコ内の数字は構成比を表しています。

高齢者や障がい者の福祉、保育園・児童館の運営など 福祉費 	 5,392円
防災対策や区役所・出張所の運営など 総務費 	 1,367円
小・中学校、教育関係の経費など 教育費 	 1,077円
道路、公園の整備など 土木費 	 774円
清掃事業など 環境清掃費 	 369円
保健所の運営など 衛生費 	 428円

まちづくり事業など 都市整備費 	 233円
産業振興など 産業経済費 	 205円
区債の償還など 公債費 	 84円
区議会の運営 議会費 	 39円
予備費	 24円
諸支出金	 8円

大田区の予算を1万円にたとえると、そのつかいみちは…大田区の予算を1万円にたとえると、そのつかいみちは…
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　新型コロナワクチンについて、被接種者への安全な接種のため
に、当日の体調を正確に申告してもらうよう、予診票と接種券を

一緒に送付すべきと考えるが、実際の接種の進め方について伺う。

　接種に先立ち、ワクチンの特性についてしっかりと説明を行う
ため、国だけでなく区独自のチラシも作成しており、令和３年５

月中に、国と区のチラシ、接種券、予診票、予防接種の説明資料、接種
会場一覧をまとめて発送する予定である。基礎疾患がある高齢者には事
前に接種について、かかりつけ医と相談するようチラシに記載する。区
民が安心して接種できるよう、事業者と連携し取り組む。

　積立基金を活用した新たな給付型奨学金について伺う。

　大学等給付型奨学金は、区貸付型奨学金を借り入れる生徒を対
象に、一人あたりの給付額を15万円として令和３年度に約35名分

の予算を計上している。使途については、パソコンの購入や通信環境整
備の初期費用への活用を想定しているが、制限は設けない。

　ワクチン接種に向けた、区の推進体制の整備状況について伺う。

　令和３年３月１日から接種に関する相談を受け付けるコールセ
ンターを開設し、区施設・病院での集団接種や診療所での個別接

種、高齢者入所施設での接種が行えるよう調整している。区施設会場に
ついては、検診事業を運営する法人に委託し、実施する予定である。３
年４月に国から区へ、約1,000人の方が2回接種できる分のワクチンが
入荷される予定である。引き続き、迅速に接種できる体制を整えていく。

感染症対策・災害対策・
経営改革・情報化推進

子育て・教育

Q

Q

Q

A

A

A

● 新型コロナウイルスワクチン接種事業 35億5,701万円
● 新型コロナウイルス感染症患者受入支援 8,640万円
● 大田区 PCR 検査センター 1,922万円
● 水防活動拠点の整備 3億1,650万円

　令和３年度の高齢者オンライン交流促進事業の概要について伺う。

　シニアステーションや老人いこい
の家を会場に、民間通信事業者と連

携したスマートフォンやタブレット端末の
操作教室や、オンラインで複数の施設をつ
なぎ他の地域の利用者と音楽鑑賞やゲーム
などで交流する事業を予定している。

生活支援・福祉・健康

Q

A

● 高齢者オンライン交流促進事業 174万円 
● 障がい者の活躍推進 1,103万円
● はねぴょん健康ポイントの充実 5,313万円

● 給付型奨学金（高校、大学進学者向け） 1,552万円
● 教科用システム等運用 28億6,757万円
● 保育サービスの充実 3億9,687万円

　都市計画マスタープランの改定により都市づくりの方針を定め
るなかで、蒲田、大森、下丸子のまちづくり戦略について伺う。

　蒲田駅周辺の道路幅員の小ささや航空法の高さ制限、また大森
駅の駅前空間と回遊性の不足、駅舎通路の確保などの課題を共有

するため、鉄道事業者との課題共有を行う鉄道・都市づくり部を新設し
た。公民連携を深めるとともに、中長期的な視点で「ウォーカブルなま
ちづくり」を目指し、都市の機
能更新に尽力する。また、下丸
子地区については、令和元年度
から学識経験者、国、都、鉄道
事業者との研究会を計６回開催
し、現在区の考えた素案を取り
まとめており、３年度以降は、
これをもとにまちづくり構想を
策定していく。

環境・産業・まちづくり

Q

A

　地域の特性や区民ニーズを反映した整備として「子育てひろば
公園づくり」や「いきいき健康公園づくり」について伺う。

　「子育てひろば公園づくり」では、区内全域の公園で子育て世代
の支援や幼児の公園利用の充実を図るための整備を想定している。

また、「いきいき健康公園づくり」では、多摩川河川敷や呑川を対象に、
令和３年度に基本計画を策定し、
４年度以降に複数の公園を巡る
ウォーキングコースを設定し、各
公園に異なった機能を持つ健康遊
具や休息のためのベンチなどを設
置するなど具体的な設計・整備を
予定している。

Q

A

● 鉄道・都市づくり関連事業の着実な推進 7億5,767万円
● 東京 2020 大会に向けた取り組み 1億4,188万円
● 公共施設の整備 48億44万円
　（大森西、入新井、田園調布、千束、蒲田西地区）
● 公園・緑地の整備 9億546万円

予算の主な事業・質疑令和3年度 予算特別委員会での議論から見る
令和3年度予算の主な事業

　コロナ禍でタブレット端末の配付も行われ、オンライン授業も
視野に入っているかと思うが、今後のタブレットを活用した学習

について、区の見解を伺う。

　今後は、
授業、家庭

学習、臨時休業
時の学びの保障
の３つの場面で
の活用を考えて
いる。

Q

A
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各会派の意見

　令和３年度大田区一般会計予算及び国民健康保険事業・後期高齢者医療・介護保険の各特別会計予算について、２月25日の本会議
で予算特別委員会（議長を除く49名で構成）を設置し、３月９日から22日までの実質８日間にわたり集中的に審査しました。これ
らの予算に対する各会派の意見は次のとおりです。なお、一般会計及び各特別会計予算は賛成者多数で可決しました。

予算特別委員会　区長が作成した一会計年度における、地方公共団体の収入支出などを見積もった予算を審査するために設置される委員会。
総括質疑、しめくくり総括質疑　予算案全般に関して行う質疑。大田区議会では、４人以上の会派が行うことができる。
款別質疑　�予算・決算の費目の区分名である「款」「項」「目」「節」の分類の「款」ごとに歳出予算を区切って行う質疑。総務費、福祉費、衛生費、産業経済費、土木費、

都市整備費、環境清掃費、教育費などに分けて行われる。
　　　　　また、一般会計予算の歳入及び各特別会計予算の歳入歳出の質疑を含む。

用 語 解 説

　2021 年度予算は新型コロナウイルス感染症対策を重点としながら、コロナ
対策では PCR 検査が不十分でワクチン接種頼みです。しかも、中小企業支援
制度は融資のみで直接支援がありません。区は収入減を理由に、全事務事業
見直しで「リフト付き福祉タクシー運行委託」「応急小口資金貸付金」 「特
別介護人派遣」「家具転倒防止器具・感震ブレーカー設置」など、くらし・
福祉・防災関連事業を廃止・削減し、約 24 億円を削る一方で、蒲田駅東口区
画街路土地購入に約 32 億円、新空港線関連約２億円など緊急性のない大規模
開発事業に多額の予算を計上していることで反対です。これに対し、党区議
団は蒲田駅東口土地購入、新空港線関連など大規模開発予算を削り、精神障
害者２級手当、０～２歳の保育料無償化、小・中学校学校給食費無償化など、

くらし・福祉・営業支援の予算組替え提案を行いました。各特別会計につい
て、国民健康保険は均等割額を 800 円引き下げなど低所得者負担軽減は評価
できますが、介護分大幅引き上げのため反対です。後期高齢者医療は世代間
差別の制度であり反対です。介護保険について、保険料で初の基準額据置き
と応能負担を強化のため賛成です。

くらし・福祉・コロナ対策よりも大規模開発推進の予算日本共産党大田区議団

●�一般会計
●��国民健康保険事業特別会計
●�後期高齢者医療特別会計

●�介護保険特別会計反対 賛成

　4 月から、令和 3 年度最重要プロジェクトである高齢者への新型コロナウ
イルスワクチン接種が始まります。日々状況が変わるなか、健康政策部・保
健所が中心となり、松原区長が総責任者として全職員一丸となって、この難
局を乗り越え、再び区民に笑顔が戻るよう全力で取り組んでいただくよう、要
望します。3 年度予算では、新型コロナウイルスの感染拡大という未曽有の事
態により、区政を取り巻く状況が一変し、区民生活や区内経済活動に多大な
影響が生じるなか、予算編成が進められました。全ての事務事業の見直しを
実施し、各事業の効率化や休止など積極果敢に取り組むとともに、これまで
着実に確保してきた基金や、発行を抑制してきた特別区債など財政の対応力
を発揮し、感染症対策や暮らしと経済を支える施策、新たな日常に向けた行

政サービスの充実などを進め、予算案を編成した手腕を高く評価をいたしま
す。社会全体の DX が加速度的に進むなか、区では「（仮称）大田区情報化推
進計画」を策定し、キャッシュレス決済の導入など、区民サービス向上と事
務事業の効率化に向けた取り組みを評価します。区が先頭に立ち、世界的な
潮流である SDGsや脱炭素社会の実現を目指すことを求めます。

区民に再び笑顔が戻るよう、最善の大田区政を！自由民主党大田区民連合

●�後期高齢者医療特別会計
●�介護保険特別会計

●�一般会計
●��国民健康保険事業特別会計賛成

予算特別委員会審査の様子 田村英樹　副委員長 湯本良太郎　委員長
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予算に対する令和3年度

　2021 年度予算は、コロナ禍のため、区税などの減収が見込まれ、基金（貯
金）や区債（借金）でまかなう内容です。だからこそ、まちづくり、公共施
設整備などの中長期的な事業の必要性は認めつつも、コロナ禍に苦しむ区民
生活を支える事業を最優先すべきです。自粛生活による二次被害として、Ｄ
Ｖ、児童虐待、女性や子どもの自殺、不登校、ひきこもり、失業などが全国
的に増えるなか、区でも人権を重視し、支援につなげる相談やアウトリーチ
の充実が必要です。2021 年度事業では、ワクチン接種に向けた保健所の体制
強化の一方、接種しない区民に不利益が生じないよう求めます。開設準備が
進む児童相談所は、子どもの権利が守られ、意見を表明できる運営体制の整
備を求めます。心理的虐待や体罰など法が禁じる行為の周知、関係機関の連

携と区民の協力により、2020 年に蒲田で 3 歳児が衰弱死したような事件を
防がなくてはなりません。中高生の居場所や相談機能の充実、離婚相談の拡
充や養育費立替事業の創設、発達相談や特別支援教育の充実、手話言語条例
を地域に広げる展開、オンラインだけでない高齢者の健康づくりなども要望
します。区民活動との協働で政策効果を高めることに期待します。

コロナ禍に苦しむ区民のための事業を最優先する予算にエールおおた区議団
（緑・生活者ネット・立憲）

●�後期高齢者医療特別会計
●�介護保険特別会計

●�一般会計
●��国民健康保険事業特別会計賛成

　令和３年度予算は、新型コロナウイルス感染症の拡大という未曽有の事態
により区政を取り巻く状況が一変し、区民生活や地域経済の立て直しのため
の早急な取り組み、激甚化・頻発化する自然災害の危機から区民の生命と安
全を守るための対策が今まで以上に求められるなか、最優先に対応しなけれ
ばならない感染症対策、暮らしと経済を支える施策、新たな日常に向けた行
政サービスなど迅速かつ柔軟な対応、防災・減災、浸水対策、児童虐待防止
対策、子育て支援、学びの保障、高齢者支援、障がい者支援など喫緊の課題
に的確に対応し誰もが安心して暮らしポストコロナを見据えた施策も盛り込
んだ本予算を評価し賛成します。区議会公明党が要望した感染症対策、防災・
減災対策、産後ドゥーラなど産後ケアの充実、給付型奨学金制度、不登校生

徒支援、老い支度の相談体制、認知症支援、食品ロス・ＳＤＧｓへの取り組
み、リフォーム助成、産業支援、行政サービスキャッシュレス化など評価す
るとともに、確かなワクチン接種体制、学校施設ＬＥＤ化、ＬＧＢＴＱ支援、
中学生放課後学習支援、大田区学を通じた大田区検定、屋外喫煙対策など、区
民の命と安全、暮らしを守る取り組みを強く要望します。

区民の命と安全、暮らしを守る取り組みを大田区議会公明党

●�後期高齢者医療特別会計
●�介護保険特別会計

●�一般会計
●��国民健康保険事業特別会計賛成

　令和３年度の区財政は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大による経済
活動の収縮により、一般財源の減収が見込まれる一方で、これまで課題であっ
た公共施設の維持更新に係る経費や感染症対策への新規予算付けのため、大
変厳しい状況におかれています。そのため、財政基金繰入金を 118 億円とし、
過去最大の予算が示されたことに理解を示します。本予算をもって、新型コ
ロナウイルス感染症とその余波、激甚化する自然災害から区民を守るべくご
尽力願います。また、全事務事業の見直しが行われ、選択と集中により、２
年度より大幅に減額された事業があります。区民生活への影響が出ぬよう配
慮を頂くとともに、款別質疑にて提起した意見には真摯に検討してもらいた
いと考えます。また、大田区の財政基金は 483 億円となり区民一人あたり 7

万円程度であり、他区と比べて多い金額ではありません。区には、本当に助
けが必要な区民に対して、充分な支援が行われることを強く望みます。この
有事において、区長の松原忠義指揮官のもと各部隊の連携が重要です。庁内
各部局が縦割りにならず、区長のもと一糸乱れず、区民の生命を守ることを
最重要課題として新型コロナウイルスに相対することを望みます。

過去最大予算でコロナ禍の区民の生命を守り切れ令和大田区議団
（無所属５＋維新１）

●�後期高齢者医療特別会計
●�介護保険特別会計

●�一般会計
●��国民健康保険事業特別会計賛成

審査日程

本会議 本会議予算特別委員会

しめくくり
総括質疑 討論採決 予算特別委員長報告、

討論採決

予
算
審
査
の
流
れ

（
令
和
３
年
第
１
回
定
例
会
）

2/25 2/25 3/9 3/9〜 3/18 3/253/22

総括質疑正副委員長
互選 款別質疑

・提案理由説明 ・予算特別委員指名 
・ 予算特別委員会の設置 ・委員会付託

本
会
議

議案の上程
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ほ
か
、
規
定
を
整
備
す
る
。

◆
大
田
区
特
別
区
道
の
構
造
等
に
関
す

る
条
例

　
道
路
構
造
令
の
改
正
に
伴
い
、
特
別

区
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準
に
つ
い

て
規
定
を
整
備
す
る
。

◆
大
田
区
立
保
育
園
条
例

　
大
田
区
立
東
六
郷
保
育
園
を
廃
止
す

る
。

◎
大
田
区
立
学
校
設
置
条
例

　
大
田
区
立
大
森
第
七
中
学
校
の
移
転
。

◆
大
田
区
立
学
校
校
外
施
設
設
置
条
例

　
大
田
区
立
野
辺
山
学
園
を
廃
止
す
る
。

◎
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条

例
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
指

定
感
染
症
と
し
て
定
め
る
等
の
政
令

の
廃
止
に
伴
い
、
規
定
を
整
理
す
る
。

◎
大
田
区
介
護
保
険
条
例

　
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で

の
保
険
料
率
を
定
め
る
ほ
か
、
規
定

を
整
備
す
る
。

◆
大
田
区
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
、
設
備
、
運
営
等
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
の
改
正
に
伴
い
、
感
染
症
対
策

の
強
化
の
取
組
に
係
る
事
項
を
定
め

る
ほ
か
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
基
準
を
改
め
る
。

◆
大
田
区
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
、

運
営
等
及
び
指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の

た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営

並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る

基
準
の
改
正
に
伴
い
、
感
染
症
対
策

の
強
化
の
取
組
に
係
る
事
項
を
定
め

る
ほ
か
、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
を
改
め

る
。

◆
大
田
区
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例

　
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人

員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
改
正

に
伴
い
、
感
染
症
対
策
の
強
化
の
取

組
に
係
る
事
項
を
定
め
る
ほ
か
、
指

定
居
宅
介
護
支
援
等
に
関
す
る
基
準

を
改
め
る
。

◆
大
田
区
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介

護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の

た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
の
基

準
等
に
関
す
る
条
例

　
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人

員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防

支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の

効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基

準
の
改
正
に
伴
い
、
感
染
症
対
策
の

強
化
の
取
組
に
係
る
事
項
を
定
め
る

ほ
か
、
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
関

す
る
基
準
を
改
め
る
。

◆
大
田
区
国
民
健
康
保
険
条
例

　
一
般
被
保
険
者
に
係
る
基
礎
賦
課
額

の
保
険
料
率
等
を
改
定
す
る
ほ
か
、

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
改
正

に
伴
う
規
定
の
整
備
を
す
る
。

◎
大
田
区
積
立
基
金
条
例

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

利
子
補
給
基
金
を
設
置
す
る
。

契
約
の
締
結

◎
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
特
定
天
井
改
修

そ
の
他
工
事
請
負
契
約

　
契
約
金
額
：
３
億
３
、
５
５
０
万
円

　
契
約
の
相
手
方
：
醍
醐
建
設
株
式
会

社訴
え
の
提
起

◎
建
物
明
渡
し
等
の
請
求
に
関
す
る
民

事
訴
訟
の
提
起

　
（
訴
訟
の
目
的
の
価
額
：
６
５
４
万

６
、
２
５
８
円
）

■  

報
告  

■

●
区
の
義
務
に
属
す
る
損
害
賠
償
額
決

定
に
係
る
専
決
処
分

　
⑴
庁
有
車
に
よ
る
車
両
損
傷
事
故

　
　
処
分
日
：
令
和
２
年
12
月
９
日

　
　
賠
償
金
額
：
15
万
２
、
２
８
２
円

　
⑵ 

東
京
都
に
対
す
る
違
約
加
算
金
の

発
生
事
故

　
　
処
分
日
：
令
和
３
年
１
月
５
日

　
　
賠
償
金
額
：
７
６
８
円

　
⑶ 

ご
み
収
集
作
業
車
に
よ
る
車
両
損

傷
事
故

　
　
処
分
日
：
令
和
２
年
12
月
15
日

　
　
賠
償
金
額
：
27
万
７
、
５
７
４
円

　
⑷ 

ご
み
収
集
作
業
車
に
よ
る
物
損
事

故

　
　
処
分
日
：
令
和
２
年
12
月
15
日

　
　
賠
償
金
額
：
57
万
４
、
４
３
５
円

●
民
事
訴
訟
の
提
起
に
係
る
専
決
処
分

　
求
償
金
等
の
支
払
を
求
め
る
訴
え
の

提
起

　
処
分
日
：
令
和
３
年
２
月
22
日

　
訴
訟
の
目
的
の
価
額
：
87
万
４
、
０

５
４
円

工
事
請
負
契
約
の
専
決
処
分

●
仮
称
大
田
区
新
蒲
田
一
丁
目
複
合
施

設
新
築
工
事
請
負
契
約

　
処
分
日
：
令
和
３
年
１
月
15
日

　
契
約
金
額
を
34
億
７
、
９
３
８
万
８
、

０
０
０
円
か
ら
36
億
４
、
４
９
４
万

９
、
０
０
０
円
に
、
工
期
を
令
和
3

年
6
月
15
日
か
ら
令
和
4
年
2
月
28

日
に
変
更
す
る
。

●
大
田
区
立
大
森
第
七
中
学
校
校
舎
改

築
そ
の
他
工
事
（
Ⅰ
期
）
請
負
契
約

　
処
分
日
：
令
和
２
年
12
月
28
日

　
契
約
金
額
を
32
億
３
、
３
６
８
万
１
、

０
０
０
円
か
ら
32
億
３
、
４
８
２
万

５
、
０
０
０
円
に
、
工
期
を
令
和
3

年
2
月
26
日
か
ら
令
和
3
年
3
月
12

日
に
変
更
す
る
。

●
仮
称
大
田
区
南
六
郷
創
業
支
援
施
設

内
部
改
修
そ
の
他
工
事
請
負
契
約

　
処
分
日
：
令
和
３
年
１
月
13
日

　
契
約
金
額
を
２
億
４
、
８
６
０
万
円

か
ら
２
億
５
、
２
６
３
万
７
、
０
０

０
円
に
変
更
す
る
。

●
仮
称
大
田
区
新
蒲
田
一
丁
目
複
合
施

設
新
築
電
気
設
備
工
事
請
負
契
約

　
処
分
日
：
令
和
３
年
１
月
15
日

　
契
約
金
額
を
５
億
４
、
１
２
０
万
円

か
ら
５
億
４
、
９
４
７
万
２
、
０
０

０
円
に
、
工
期
を
令
和
3
年
6
月
15

日
か
ら
令
和
4
年
2
月
28
日
に
変
更

す
る
。

●
大
田
区
立
大
森
第
七
中
学
校
校
舎
改

築
そ
の
他
電
気
設
備
工
事
（
Ⅰ
期
）

請
負
契
約

　
処
分
日
：
令
和
２
年
12
月
28
日

　
契
約
金
額
を
３
億
８
、
０
１
７
万
１
、

０
０
０
円
か
ら
３
億
８
、
１
７
１
万

６
、
７
０
０
円
に
、
工
期
を
令
和
3

年
2
月
26
日
か
ら
令
和
3
年
3
月
12

日
に
変
更
す
る
。

●
仮
称
大
田
区
新
蒲
田
一
丁
目
複
合
施

設
新
築
機
械
設
備
工
事
請
負
契
約

　
処
分
日
：
令
和
3
年
１
月
15
日

　
契
約
金
額
を
５
億
５
、
０
０
０
万
円

か
ら
５
億
５
、
７
６
０
万
１
、
０
０

０
円
に
、
工
期
を
令
和
3
年
6
月
15

日
か
ら
令
和
4
年
2
月
28
日
に
変
更

す
る
。

●
大
田
区
立
大
森
第
七
中
学
校
校
舎
改

築
そ
の
他
機
械
設
備
工
事
（
Ⅰ
期
）

請
負
契
約

　
処
分
日
：
令
和
２
年
12
月
28
日

　
契
約
金
額
を
５
億
１
、
７
０
０
万
円

か
ら
５
億
２
、
９
１
０
万
円
に
、
工

期
を
令
和
3
年
2
月
26
日
か
ら
令
和

3
年
3
月
12
日
に
変
更
す
る
。

■  

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦  

■

◎
峯
岸
順
子　
　
◎
皆
川
美
智
子

◎
上
松
由
紀
子　
◎
樋
渡
俊
一

◎
齊
藤
與
志
夫　
◎
鹿
野
真
美

■  

委
員
会
提
出
議
案  

■

◆
大
田
区
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

　
議
事
の
記
録
方
法
を
改
め
る
。

◆
一
般
国
道
３
５
７
号
多
摩
川
ト
ン
ネ

ル
の
整
備
促
進
に
関
す
る
意
見
書

◆
大
田
区
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

大
田
区
組
織
条
例
の
改
正
に
伴
い
、

規
定
を
整
理
す
る
。

定
例
会
で
決
ま
っ
た
議
案
な
ど

第 1 回
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○：賛成　×：反対

第1回�定例会 意見が異なった議案などに対する各会派の態度一覧 自公共令エフ
ォ
フ
ェ無結果

令和3年度
予算

一般会計 ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ 可決

国民健康保険事業特別会計 ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ 可決

後期高齢者医療特別会計 ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ 可決

介護保険特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決

令和2年度
補正予算

一般会計（第８次） ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ 可決

国民健康保険事業特別会計（第３次） ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ 可決

後期高齢者医療特別会計（第２次） ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ 可決

介護保険特別会計（第２次） ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ 可決

条例の制定 大田区いじめ防止対策推進条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

条例の
一部改正

大田区組織条例 ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ 可決

大田区職員定数条例 ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 可決

大田区特別職報酬等審議会条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決

大田区外部監査契約に基づく監査に関する条例 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 可決

大田区積立基金条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決

大田区手数料条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決

大田区区民活動支援施設条例 ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ 可決

大田区特別出張所設置条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決

大田区産業連携支援施設条例 ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ 可決

大田区特別区道の構造等に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決

大田区立保育園条例 ○ ○ × ○ × ○ × ○ 可決

大田区立学校校外施設設置条例 ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ 可決

大田区指定地域密着型サービスの事業の人員、設備、運営等に関する基
準を定める条例 ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ 可決

大田区指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備、運営等及
び指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支
援の方法に関する基準を定める条例

○ ○ × ○ ○ ○ × ○ 可決

大田区指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める
条例 ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ 可決

大田区指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支
援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法の基準等に関する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ 可決

大田区国民健康保険条例 ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ 可決

委員会
提出議案

大田区議会会議規則の一部を改正する規則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決

一般国道357号多摩川トンネルの整備促進に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決

大田区議会委員会条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決

会派名（所属議員数）／略称
自由民主党大田区民連合 ⒂／自
大田区議会公明党 ⑿／公
日本共産党大田区議団 ⑻／共

令和大田区議団（無所属5＋維新1）⑹／令
エールおおた区議団（緑・生活者ネット・立憲）⑸／エ
東京政策フォーラム（無所属・都民ファーストの会）⑵／フォ

フェアな民主主義 ⑴／フェ
大田無所属の会 ⑴／無

令和２年度一般会計補正予算
（第８次）を可決

令和２年度一般会計補正予算
（第９次）を可決

　令和２年度一般会計補正予算（第８次）は、新
型コロナウイルス感染症への対応などのための予
算として、総額59億4,071万６千円を減額するも
のです。今回計上された主な事業は、以下のとお
りです（▲は減額）。

　令和２年度一般会計補正予算（第９次）は、国
の令和２年度補正予算（第３号）に対応するため
の予算として、11億5,699万３千円を増額するも
のです。今回計上された事業は、以下のとおりで
す。

一般会計補正予算（第９次）の事業

産業経済費
新型コロナウイルス感染症対策
利子補給基金積立金	 11億5,699万３千円
　新型コロナウイルス感染症対策利子補給基金
の創設

一般会計補正予算（第８次）の主な事業

総務費
土地開発公社貸付金	 ▲15億9,414万4千円
　土地開発公社貸付金の減
福祉費
民営化施設への大規模修繕工事費補助
	 ▲6億3,316万4千円
　執行見込による減
衛生費
地域医療連携の推進	 1億1千万円
　感染症患者受入医療機関支援助成の増
高齢者予防接種	 1億8,022万3千円
　インフルエンザ予防接種における執行見込の増
新型コロナウイルスワクチン予防接種
	 9億9,642万6千円
　新型コロナウイルスワクチン接種に係る経費

産業経済費
中小企業融資	 ▲3億3,488万3千円
　執行見込による減
土木費
道路改良事業	 ▲1億8,406万7千円
　執行見込による減
教育費
教科用システム等運用	 ▲15億8,815万円
　IＣＴ環境整備に伴う契約落差等による減

第1回�定例会 委員会付託された請願・陳情の結果 審査結果

総務財政委員会
大田区の公共施設におけるWi－Fi環境を早急に整備することを求める陳情 不採択
投票率向上のために投票所の増設を求める陳情 不採択

地域産業委員会 田園調布せせらぎ公園の今後の整備に関して協議会の設置を求める陳情 不採択

健康福祉委員会

生活保護制度をより豊かなものにするために政府への意見書提出を求める陳情 不採択
新型コロナウイルス感染症拡大防止のためＰＣＲ検査の公費負担での実施を求める陳情 不採択
新型コロナウイルス感染症対策の拡充を緊急に求める陳情 不採択
安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための陳情 不採択
新型コロナウイルス感染症に係る自宅療養者への自宅療養支援セットの配布を求める陳情 不採択
子どもや高齢者の感染防止のため、広範で定期的なＰＣＲ検査を求める陳情 不採択
新型コロナ感染対策についての陳情 不採択

こども文教委員会

「小中学校全学年の35人学級化」を国と都に働きかけることを求める陳情 不採択
キッズゾーンの設置のための保育園等近辺の危険な道路調査を求める陳情 不採択
保育園等近辺の危険な道路にキッズゾーンの設置を求める陳情 継続
すべての子どもがすこやかにそだつ大田区をめざす為の請願 不採択

議会運営委員会
陳情の取扱いについて、従来通りの審議を区議会に求める陳情 不採択
大田区議会のコロナ対策の改善を求める陳情 不採択
陳情を今まで通り受付け、「区民の声を聴く」区議会を求める陳情 不採択

交通臨海部活性化
特別委員会

大深度法に基づくリニア新幹線のシールド工事に関する陳情 不採択
リニア新幹線工事に関する陳情 不採択
東急多摩川線・池上線の日中減便による区内での影響調査と申し入れを議会に求める陳情 不採択

羽田空港対策
特別委員会

新飛行ルート騒音の追加拠点の継続調査を国に要望することを求める陳情 不採択
羽田空港増便・新飛行ルート被害想定に関する陳情 不採択

大田区議会から区民の皆さまへ

　令和３年３月２１日に緊急事態宣言が解除
されました。しかしながら、新型コロナウイ
ルス感染症の収束までにはまだまだ時間がか
かると言われております。
　大田区議会議員は、引き続き、専門家の知
見に基づいた感染症対策にしっかり取り組ん
でまいります。
　ご理解ご協力をお願いいたします。



SDGsについて

議員研修会を開催

　空港臨海部は、製造業や物流業などの集積拠点として、日本の産業を支える一大拠点であ
るとともに、羽田空港の機能強化、東京港の再編による港湾機能の充実が見込まれるなど、
本区が基本構想で掲げる将来像「地域力が区民の暮らしを支え、未来へ躍動する国際都市 お
おた」のまちづくりを進める上で重要な役割を担っている。
　今後の空港臨海部の更なる発展が期待される一方、羽田空港等へのアクセス集中や物流量
の増加による道路交通環境の整備が引き続き求められている。
　こうした中、国道357号の大井環七立体、東京港トンネルなど、周辺地域の利便性や輸送力
の向上などを目的とした工事の竣工により、従前と比べて道路交通環境の改善が図られてきて
いる。また、本区が機会をとらえて早期に着手するよう要望してきた多摩川トンネルについて
も、平成27年度に事業着手して以降、難易度の高い工事にもかかわらず、今年度に準備工事
に着工し、引き続き本体工事を予定していることを踏まえると、着実な進捗がうかがえる。
　今後、羽田空港や東京港を活用した首都圏の国際競争力を更に向上させるためには、道路
インフラ整備の一層の推進が不可欠である。特に、多摩川トンネルは、臨海部に立地してい
る産業や地域特性が持つポテンシャルを向上させるだけでなく、地域間の広域連携の促進や
強化に資するため、一刻も早い供用開始が急務である。
　区内における道路交通環境の整備の観点はもとより、事故・災害時の代替経路の確保など
の様々な面で極めて大きな効果が見込まれる多摩川トンネルの整備は、区民にとっても東京
都や隣接近県にとっても重要な事業である。
　よって、大田区議会は、国に対し、国道357号多摩川トンネルの整備を一層促進すること
を強く要請する。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和３年３月５日
国土交通大臣　宛

大田区議会議長

一般国道357号多摩川トンネルの
整備促進に関する意見書

No.245 令和3年4月25日発行

議会中継
本会議などの模様を録画したテレビ中継
映像をインターネットで配信しています。
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開催日 令和２年９月18日(金)
テーマ 子どもからどう話を聞くか
	 ～司法面接の取り組み
講師 仲　真紀子	氏（立命館大学　総合心理学部教授）

開催日 令和３年１月21日(木)
テーマ 新型コロナウイルス感染防止対策について
講師 舘田　一博	氏（東邦大学　医学部教授）

　大田区議会では、区政に関係する諸課題について知識や
議論を深めるため、各分野の専門家を招き、全議員を対象
とした研修会を毎年開催しています。
　令和２年度の内容は次のとおりです。

　大田区では、平成30年第２回定例会で「児童虐待防止
対策の強化を求める意見書」を決議し、都に対し対策の
強化を求めており、政策検討の一助となるよう研修会を
開催いたしました。
　講師には、立命館大学総合心理学部教授の仲教授をお
招きしました。
　仲講師からは、虐待や凄惨な犯罪を目撃した子どもを
対象に、同じような質問を繰り返したり、犯罪被害・目
撃場面を何度も思い出させたりすることで、更に傷付く
ことを防止するために
用いられる面接手法で
ある、司法面接につい
てご講話いただきまし
た。

　大田区では、令和３年度
版新おおた重点プログラム
を策定の際に、SDGsの推
進に取り組むことを掲げ、
施策、事業ごとに関連する
SDGsの目標を設定すること
で、SDGsの普及啓発と、目
標達成に向けた具体的取り
組みを示しています。

　大田区議会において、区と連携している東邦大学と、
オンラインを活用しての研修会を開催いたしました。
　講師には、東邦大学医学部教授及び、日本感染症学会
の理事長、厚生労働省専門家会議並びに政府分科会のメ
ンバーとしてもご活躍されている舘田教授をお招きしま
した。
　舘田講師からは、新
型コロナウイルスに関
する最新の知見に基づ
き、必要な対策につい
てご講話いただきまし
た。

研修会の様子

研修会の様子

大田区議会では、本会議や委員会などのほかにも、様々な活動を行っていますが、今回は活動の一部を紹介します。

議長が構成員
として出席

議員による選挙で選出された議員が
構成員として出席

東京二十三区清掃一部事務組合
　23区内の各家庭
や事業所から出たご
みの中間処理を行う
ため、23区が共同で
設立した特別地方公
共団体です。

臨海部広域斎場組合
　火葬場及びそれに併設する葬儀式場の
設置及び管理運営に関する事務を共同で
行うため、大田区、港区、品川区、目黒
区、世田谷区の５区が共同で設立した特
別地方公共団体です。

　現在は、塩野目正樹議長が出席
しています。

　現在は、伊佐治剛議員が出席しています。

東京都後期高齢者医療広域連合
　都内の62区市町村が共同で設立した特別地方公共団体です。
　都道府県、区市町村の区域を超える広域行政需要の増大・多様化に対応す
るため創設され、医療の給付、保健事業、制度・財政運営を担っています。

右記の各組合にはそれぞれ議会
があり、組織区の各議長で構成さ
れています。

東京都後期高齢者広域連合には議会があり、東京都62
区市町村の各議会議員から選ばれた議員で構成されて
います。

特別区競馬組合
　特別区の競馬に関する事務を
共同処理するために設立した特
別地方公共団体です。

議会議会

議会

議会


